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「第 3次計画」によると「グループホーム・ケアホームの月間利用者数」は 2012（平成 24）
























































































































調査対象は、A 県 B 市にある同じ法人が運営する二つのグループホーム（D、E）と A 県 C
市のグループホーム（F）、合計 3か所に勤務する世話人等である。調査目的は、世話人等が地
域や地域住民等の関係に関してどのような業務と取組を行っているのか収集することである。調

























概観する。D ホームと E ホームを運営する G 法人は、平成の市町村合併で市域が拡大した B
市の旧行政区（B 町）に法人本部を構えている。B 町は、第 1次産業と小規模事業所の第 2次











C 市も市町村合併を行い市域が拡大している。F ホームを運営する H 法人本部のある旧 C 市
は、人口約 30万人と合併市町村の中でも一番人数規模の大きい行政区であった。都市部のベッ
ドタウンを抱え、第 3次産業を主要な産業としている。一方、合併前の市町村を見ると、第 1
次産業を主要産業とする旧行政区も存在する。H 法人は合併前の旧 C 市において、1990年代
に入所施設運営を開始し、その後居宅介護等事業、グループホーム、相談支援事業、通所施設な
どを開設してきた。C 市に開設されているグループホームの多くが旧 C 市内にある。また、2014
（平成 26）年 2月時点でグループホーム運営法人は 12法人、50か所のグループホームが開設さ










開設年 年数 事業 共同住居 所有関係 開設地域




E 2001（平成 13）年 3月 13年 共同生活援助注4 2階建てアパート注2 法人注3 地域中心部の住宅街注5
F 2007（平成 19）年 3月 7年 共同生活援助・
共同生活介護










それぞれのグループホームを担当している世話人についてであるが、D ホームと E ホームは
同じ建物の 1室に住み込み、主たる担当者となっている。一方、F ホームは、複数の世話人が








定員 入居者 入居期間 平均年齢 最年少／最高齢 日中活動等
D 6名 6名 2年～19年 51歳 39歳／73歳 一般就労：2名
就労継続支援：4名
E 7名 7名 1年未満～13年 37歳 32歳／43歳 一般就労：6名
就労継続支援 1名
F 4名 4名 1年未満～7年 40歳代後半 31歳／57歳 生活介護：4名
表 3 調査対象ホームの世話人の概要
人数 勤務体制 勤務時間 勤務年数 その他
D 2名 1名住み込み注1、
1名通い
月～金：6 : 00～8 : 30
／16 : 30～20 : 30
土：6 : 00～9 : 00




E 1名 住み込み注4 月～金：5 : 00～8 : 00
／16 : 00～20 : 00
土：5 : 00～8 : 00
／16 : 00～18 : 00
13年注5 ホームヘルパー 2 級所持。B
町出身者。
F 8名 通い 16 : 00～10 : 00







































































































































































⑿ WAMNET データ（2014（平成 26）年 2月閲覧）。
⒀ WAMNET データ（2014（平成 26）年 2月閲覧）。
（２２）
